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(linear programming)や動的計画法 (dynamicprogramm凹 g)を援用して，時間
的な p叫 h として企業の最適化行動壱把えることができる。時間的な流れの次








Activity Analysisと立地モデル (95) 95 
むても優れた app1icabilityをもっている。
空間的に財貨の流れの最適パタ-:/壱求める手法としては，線型計画法にお
(ける輸送問題 (transportation pro blem)がある。
a，・供給地zにおける供給キャハシティ
bj 需要地1における所要量














ラフによる解析を与えたのは L，Moses である。 われわれは極めて γ ンプノレ
な Mosesの分析を手がかりとして進むことにしたい。
~n では. Mosesの所論を要約し2うかつ， BeckTllann-Marschak3) の立地分
析を簡単に紹介し，それらを出発点として， ~m で activity analysisのアプ
ロ一千で Moses のモデノレを再構成し， さらに代替的投入要素が問個の場合
1) Weber. (5) 
2) Moses， (3) 
3) Beckmann & Marschak， (1) 
96 (96) 第 101巻第1号
に拡張する。 M回目のモデノレでは， 市場からの距離が一定のところに，工場
(plant)が立地するという仮定が付せられているが，それを除去して，最適立























p， 生産要素 M，の供給地における価格 (1.o. b 価格)
の生産要素 M，の供給地における価格 "
51 M1の供給地から-L場 K までの距離
52 : A1aの供給地から工場 K までの距離
円 M，の輸送における運賃率
Yz: Mzの輸送における運賃率
以上のデータをもとにして，工場 K における M1 • M2の引渡し価格 (f.o. b 
Activity Analysisと立地モデル
価格+運賃)を算出すれば次のようになる。
M， の引渡し価格 P， ~pけ円5，
M， の引渡し価格 Ps =仇十 rzs~
かくて，価格比率
















くの生産要素を購入することが可能である o R 







































一次同抗の生産闇数 Y=F(Xl，X2) の両辺'"X，で障し YjX2=y，X1/X2=JSとおけばj
y~F(x， 1) ~f(x) 
を得る。 X，の限界生産力=/'(;，，).X2の限生産力=[(;>;)-;0;/'(...)であるから，均街条件























































因に基づくものといえるの(，) 投入要素価格， (ii) 投入要素及び生産物の






















P=IJ~コ (Pk; - tjk;) XJk 三J三J三j(tim+t句)Xijm
J k i m J 
を最大にせよ。 普
(101) 101 






























hf 第 h立地点における第 17グティずィティによる生産に投入される第
z要素の投入量 (j=1， 2， ...，n) 













I ~ 1< .， /c、
~~mm[こさL 与L);主)1， .xl/~O， %2/孟o























ある o したがって，最適解ではただ一つの y，'だけが正である。かくて，目的
関数 (3← 2)の係数壱比較してその最小のものに対応する y/"を選ベば，それ
が，最適解を与える。そして，その値は，制約式(3-1)から求めることができ
る。すなわち，
(3-5) (i*， k*)=[(j， k)1皿in(Pl，.al1 +P&ka2j) ) 
とすれば，




















































































1"， k ~ 10 、
PlkX1J"十PJkX2l+tke min(与L ぞL)=T、“1j ""2j I 
となるが，これは次の二つに分割される。

















































子千(￥μa'j十九，)y/，~ T， y/~O 






7) Mosesの locationaliso-outlay curveに対応する。






















中の一つであり， 最適解においてし、かなる hに対しても x"二 Oであれば， 第
Y立地可能点には立地しないことを意味するべ Beckmann-Marschakのそず
ノレでは， 第 J工場立地点の生産キャバγ ティ じj 壱ーをデノレの中に考慮している
故， そこでは既に工場立地が確定していることを意味している。それに対して，
(5-1)←(5-3)の線型計画問題で定式化されたモデルは，最適な立地点の選択
8) あるいはj 最適解においえ E %j危=0or I;I; XiJ7I'=Oであれば.第3立地点には立地しない
k 色
ことを意味する。









(5-3)' C= L:L: t" x，.+ L:L:L:(p，m+ t，) "，，" 
J .k J /r， i 
を最小化せよ，という問題に帰せられる。整理すれば， (5-1)， (5-2)'および
変数の非負条件の下で， (5-3)'壱最小にせよ，がわれわれの定式化である o
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